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学校教育目標

深く考え、心豊かな、

思いやりのあるたくましい子

子牛のふれあいファーム
～学校に子牛がやってきた!～

                         本校では、昨年度から廣瀬牧場さんの全面的な協力の

もと、「子牛のふれあいファーム」を実施しています。子

牛とのふれあいを通じて、豊かな情操を育むとともに、

十勝の基幹産業の一つである「酪農」の学習を通じて、

帯広・十勝のよさを学ぶことが大きな「ねらい」です。

                         昨年度は、子牛の滞在期間はわずか半日でしたが、今

年度は 3 泊 4 日(10 月 1 日～10 月 4 日)の長期滞在が実

現し、子どもたちもより深く子牛とふれあう時間を持つ

ことができました。

                   1年生は、子牛の歓迎会を企画。テープカットや歌、

【ハニーとふれあう 1年生】     首輪のプレゼントなどで、子牛を出迎えました。また、

子牛に「ハニー」と命名し、優しく名前を呼びながら、子牛とふれあう姿がみられました。

3年生は、廣瀬文彦さんを講師に迎え、「牛」について学習しました。本物を目の前にしながらの学習に子

ども達は瞳を輝かせていました。その後、三年生は藁で寝床づくりを体験し、子牛が泊まる準備をしてくれま

した。

その他、グランドでの子牛の散歩や子牛の写生、休み時間のふれあいなど、全校の子どもたちが、ハニーと

大切な時間を過ごすことができました。

最終日のお別れ会では、トラックに乗せられるハニーを涙で見送りました。わずか 4日間の滞在でしたが、

子ども達の心に残る体験ができたようです。

「子牛のふれあいファーム」は、全道的にも非常に

珍しい取組ということで、NHKのニュースや北海道

新聞、十勝毎日新聞にも取り上げられ、注目を集めてい

ます。

また、三学期には第二弾として高学年を対象とした

「子牛のふれあいファーム 2」を予定しています。こち

らは、酪農を起点とした様々な職業の方を招いたキャリ

ア教育や食育を実施します。

本校では、こうした取組を継続する中で、地域と連携

した「特色ある教育活動」を推進していきたいと考えて

います。                           【廣瀬さんのお話を聞く 3年生】

健康管理をお願いします!

秋も深まり、朝夕の気温も急速に低下してきました。そんな中、近隣校ではインフルエンザが流行している

ようです。学習発表会の練習も佳境に入り、子ども達も疲れがたまってくると思います。うがい、手洗いを徹

底し、栄養と睡眠を十分とるように、ご家庭でもご指導とご配慮をお願いします。



学習発表会迫る!～練習風景を紹介します!～

🌺 学校支援ボランティアが活動を開始しました!🌺
プリントで「学校支援ボランティア」への参加を呼びかけたと

ころ、8名の方々に登録していただきました! 9月 25日(水)には、

早速、学校花壇の整備作業をしていただきました。2時間の作業

で、花壇や植え込みなど、見違えるほど綺麗になりました。本当

にありがとうございました。また、10月 24日には、低学年のト

イレ掃除を行う予定です。

「学校支援ボランティア」は、帯広市が進めているコミュニテ

ィ・スクールの中核をなす組織です。より多くの方々に参加して

いただき、「地域とともにある学校づくり」を進めていきたいと

考えています。今後も、保護者・地域の皆様に呼びかけをいたし

ますので、多くの方々にご参加いただければ幸いです。         【作業を終えてパチリ】

「親子ガラス拭き」ありがとうございました。
9月 2日(水)、PTA総務部の主催で「親子ガラス拭き」が

行われました。この日は 67名もの保護者の方々が参加して

くださいました。普段、なかなか手の届かない場所のガラス

を丁寧に磨いていただき、学校中が明るくなりました。

ご多忙の中、参加していただいた方々に心より感謝申し上

げます。

今後、PTAの行事として、「緑園エリア講演会」「秋のふれ

あいレク」「西ブロックスポーツ交流会」が予定されています。

既に案内をお配りしておりますので、お時間がありましたら、

是非、参加してください。                     【親子ガラス拭きの様子】      

1 年生「ドレミとなかよし」       2 年生「レエカリクッヒ」      3 年生「森の里にこにこ音楽隊」

4 年生「ほんとうの宝ものは」     5 年生「森の里メロディ 2019」      6 年生「ユタと不思議な仲間たち」


